
大口養魚場



 事業の経過概要

 前ヰ度に引き続き養苅,幽鮎・養鯉・曲へめ各事災を継続して行なった。

 特に巨然的環境要因に鑑み義敏及ひ査鮎については徐々に内容口)充実につとめ、養鯉,塾呉につ

 いては前年度までの経過から考慮して環境要因とフ)不1i鮒口について拘検言寸を行なった。

 また今司三度は特に県内冷水源の開発汗1周が各地で注目され,これが適.他三1均査及ひ養魚技術の指導

 に努め■こ。

養鱒事業

 当場に.おけるニジマス養殖Iも3年を経過し,河川水利用の特壇、的な.諸問題についての外廓につ

 いては一応把撮できたように考えられる。こ㌧にいよいよ民間普及の段階を迎え・種苗生産娃勢

 の砕立,養殖技術の一ζ・及,販.略拡大讐を目標に引業推進を図った。

 1.3a年度に於ける鮒育経.過

表138年度飼育経過
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2餌料

 最近の養贈餌料に関ずる研究には目ざましいものがあり,特に完全配合餌料の出現は従来ま

 で1比較的困難な仕事であったマス養殖にとっては一大革命と言えよう。

 しかしながら配合餌料一辺候1jではまだまだ問題点屯以っているようである。今年度は民間業者

 の着薬に備えて飼一中十の経済阯等についても検詞を加えた。

 昭和38年度の年間給餌量と餌料豆モは次表に示すとおりである。

 なお魚令別の多年魚とは,36年から飼育を乳縦している親魚(3年魚)100尾及ぴ37年

 当場でふ化した親魚候補(1年魚)200尾である。

 3魚令別年間徒用餌料及ぴ餌料費
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 表2魚令別年間使用餌料及ぴ餌料費

(単位晦)
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表30年魚

(単位陶)
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表41年魚

(単位蒋)
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 表5多年狛(雑i:孔及ぴ肢i.偉魚)
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 4ニジマス稚魚の生産及び供給

 本年度の稚魚生産は順調に進み,発眼卵(37年度購入)から秋稚魚までの生産歩留5アーO

 %(註一般に30～50%)の成績を収め,池中養殖用種苗として下表の如く供給した。

表6池中養殖用種苗供給内訳

      年月日氏名佳所1数量
      ■!'一」'.。一''一。'。

      58.10.21山口勝次大口市小木原I       ↓」1.000尾      o■■⊥一■一

      38.11.1高吉初輯映郡志布志町安楽1.OOO
      一一'一ユI皿一■.一I'Iu■凹一一山II一」一

      38.11.7松山広信指宿郡開聞町5.000
      一止一一一■■'■

      計'ZO00
  
    
!

5総括

 イ卵のふ化管理及ぴ稚魚飼育は良い成績を収めた。しかし餌料(鮮魚)の酸化による貧血症

 によって6月～7月にかたりのへい死点を出したので今後は餌料の選択が必要である。

 日本年変後半にたって,民間のマス養殖熟は早くも高まり従来遊休化していた冷水源は一度

 に養魚油へと変化し,種苗生産計画に著しい狂を生じ,今後の態勢確.立が必要である。

 ハ環境要因については,夏延■1のギ秋温(20.O～2パ∩)に対する憂があったカ…溶存酸素が

 多い(11.06mγL)河川用水のため問題ではたかったが,この期に食用魚(1年魚)に細

 菌性の疾病(潰よう病)が特定の池に発生したため,56陣の死点を出した。治療法として

 冗プー180が良く効くことを認めた。

 二消費面に於いては未た生産魚が少なく問題にならたいが漸次延びる傾向にある。

 ホ食用魚養成においては配合餌料のみで何ら差しつかえないが,餌料コストの面からはやは

 り自家配合が害疲である。

 へ民間のマス養殖の増加にと{)ない種苗増産が必要となるが,現在の当場施設では十分とは

 いえず早急に施設の整備・拡充を図る必要がある。

養鮎事業

 アユ養殖も2年目を迎え,特に初めての前年度で初出荷が遅れた点を考慮して,給餌率の適正

 化,密度の問題・また三面張飼育池◆の切り替え等角度を変えて養鮎の経済性並びに池の回転利用

 度などの問題点を民営化に先がけて検討してみた。

1飼育条件

 ・晶。o一



 表1月別の使用延水面積
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 「註」  養成池は亀甲コンクリート3面張,1面が95一ア材
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2種苗

 表3種苗の放養
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 3餌料及ぴ給餌の榊妻

表4月別給餌量
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表5月別餌料費
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4出荷概要

 表6月別出荷雑量及ひ出荷率
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5飼育結果

 表ア38年度飼育緑課

    `一一一1'
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6総括

 イ餌料係数7.5は乾燥換算ではないが大きすぎ低調であった。原因は注排水口より逃逸し

 た魚が多かったことと夏期病死が多かったためである。

 口使用餌料中,鮮魚が大きな比重を占めたが,冷蔵庫=内保存が長期に及んで酸化を起こしへ

 い死点を出したと考えられ,冷蔵庫保存には常に鮮魚の外観にたよることなく庫内温度と日

 数をよく把握して太く必要がある。

 ハ出荷については前年に比影〕1ヵ月早く,初期目的を達成できたが量的に5～6月は少なく

 需要は多い点を考えれば,条件次第では民間でかたりの収益をあげ得ることがわかった。

 二餌科問題では民営の場合,特に鮮魚等生餌の入手に困難な場所での了ユ養殖ができるよう

 北洋魚粉及ぴ配合餌料による飼育試験を行なうべざであっ心

担当小山鉄雄

養鯉事業

 養鯉事業は、稚コイ生産,中羽コイ及び食用ゴィ生産について実施した。

1飼育概要(池中養殖)

 (1〕日石禾口38角三度に古きける{婁負里苛歪ヨ圏梗モj要量文妻…1のとおりである。

表1飼育概要
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 、ム,餌料

 表2規格別年間使用餌料及ぴ餌料費

              、
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表3青仔月別給餌量
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表4親鯉月別給餌量
          ㍗
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 表6NF-18口授占区月別給餌量
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          甲ミール'2「
          I…」I一一皿I■一一■■■■皿一■oL

          裸麦275
          ■一一■'…I■■凹■一00■

          麦繊5』23612
          ■■一一一1■'一■一■■一■一■一■一一一■」■'山一一I…一■一〇一1』o-I一一■''皿■」一■■'■

          米糠5』231
          一.■凹'一■一一一'一1■一一…一一I■一I一一

          合剤221110.5
          '■一一一H一凹I'■⊥'凸■一一''■一皿」』I一一一■0一

          野菜2211103
          ■■■…一一'■I』一

          」NF-18033ク36910"lg248〃37夕o.3
          一一■'■一■一一一[■一一十一一'一・一一…■'一」一■

          '…'一■■';;ル'一『止上⊥一一■一■一          計仙035o6」」33.24」〕8月脇ア1393
          1h』一1

 .凸''■

合計

 一''■■ム

22

55

21

14

z3

Z3

03ε6

139386

一5"一



表7切鯉月別給餌量

月別
種一州  ぺ・1・i・1・i・'1・j1111・1合計
 甲ミール

 乾燥さたぎ

鮮魚

裸麦

麦振

合剤

NF-180

小麦粉

米糠

 ユ什十十」十1
 ∵.二ニト廿ド上∵

 (3〕稚鯉生産概要

表8稚魚供給概要

 亡一二上」所}尾・斗し一一一千一
 宅・・{一二≒⊥町'60L尾÷。一・
 ㌻∵ド十干→1∴
 手芸二年}二㍗二∴夏∴
 吐下二下三1rr二L玉唇瓦一一
 吉村来市川21D

中村定男大20

山口勝次大100

浜島兼次鹿児島'300

 中村高分1」出水市1'001・

 『一丁界一凸凹'■凹「凹;裏7…一一「一0一…一0



表9産卵機一要

 産卵月日現鯉使用数卵数量ふ化卵数埜坐竺ユL準I、..稚...
 ♀5尾

 6月8日g1。尾1・違100・口00
 ヅ・1巳.。lll.・・連・・讐、.一..、.........
 ・月1日♀11尾・。連・肌・。。._..一.
 計量11;.1。・連・・…1・・1・・

2総括

 丁稚コイ,中羽コイ及び切コイ生産はともに前年度に比べると生産量は増加を示している。

 しかし依然地形的条件による低水温は産卵期の遅れと稚コイの鯛科であるミジ1ノコ発生増殖

 技術を左右している。

 イ当場における養鯉事業は,施設の高度利用を度外祝した生産以外には,技術的にも生産的

 にもあまり期待は持てないといえよう。

担当飼育担当児島史郎

竹下一正

養鰻事業

 ウナ芋'飼育は前年に引き続いて330m8の池一面を利用して,試験的飼育を行たろている。

138年度飼育一概要

 表1ウナギ飼育経過

 前年繰越1購入数量1売却数量1年度末保有魚』備考

18・75Kl・12.71・5.・



2餌料

 餌料はあじ、きぴなご、魚肝等を使用した。

 月別の給餌状況は次表のとおりである。

表2月別給餌冊

         ;4月5月ミ6月7月8月9月10月111月一合計         ,

         丁嘉'』一I         カツオの頭31.6316

         一一「一一■o.一山■
         あじの頭_↓。一_15日0         一'一一'一一一'凹一山1一一一一一■■」一一

         いわし12391239
         止…''■II■一一〇〇⊥I'

         きぴなご1236●141226個
         …阯'一山凹'■一'一一【一〇

         冷疎うるめ11葦0370150』〕
         ■一LL一

         丁ジ2切1紬』釦5123則13似1叩514351.8

         I凹十1年16%'』I■川1㌻山^■■一I一         計1〃922柳151.O.11〕7ア2
         一'L'

3総括

 依然低調で5月～ア月にかけてゾウミジンコ及ぴワムシの動物性プランクトンが時期的に,

 大繁殖をして摂餌状況は良好でたかっ戸、これに対してはカルキ1/100万となるように池

 水中に撒布したが,カルキの溶炉乏が=I聾かったため効果は認められたかった。同じくデイフテ

 レックス1/100万ではこれら瑚物性ブラ1ノクトンの駆除に菊擦が認められた。軸物性プラン

 クトンれ戊では,クンシコウモが主体をなし・ミクロコオカス等の俗にいうアオコが見・られな

 かった。

担当小山鉄雄下野信一

千曽湖養鯉事業

 36.37年度は新任養成事業として推進してきたが,38年度にいたり前年度放魚した青仔

 1万二千金庫=のいわゆる新任の湖中での動向は確認できず,大型焦の摂餌群について前年度に引

 き続き蝸付けに努め旭

 また本年度は十曽湖えん堤補修工事にともなう落水が月見することとなり,これに先行してでき

 るだけの魚を無傷て採捕するためには満水状態で魏綱による方法が状況判断の結果もっともよい

 と考え,図Aの部分を約3,300mをブルドーザにより堀土して水深0.3～2mとし,こ⊥で

 ドラム鰹による浮橋を浮べて飼い村を行」うている。
一5]喀一.



 1十曽湖の概要

第1図十曽湖見取図

 イ水一面積8.8ヘクタール

 ロ貯水最45万トニ/

 八目的農業がんがい貯水ダム

 ニ津入水量十曽川から最大流入=書15トン/SθC

 2給餌の僻顎・

 給餌は1日1～3回図1のA(alで行ない,特に音響による馴致を目的とした。摂餌状況は良好

 で,常時魚群を餌場に誘引しておくため,海産魚及ぴ豚皮を餌場附近の外縁に沈め、また場内の

 排水帆飯場へ流入するようにした。

表1月別給餌量

 1巧11㌧。li・月1。月1。月1。月1。ぺ1。月1合計
さなぎ

 甲ミール

裸麦

計
∵÷∴.1・1.

3取揚概要

 (1)飼い付けによる次1汰柵納

 昭和38年10月22日,十曽湖の第一次採拍を行加だ。これは10月末日に予定される落水



 取り揚げに先行して満水状態で曳枇〃11よる採舳効果を印杓とした.〕
(操一美椚.要)

 図甲Aの部分は今年ブルドーザで餌場として整地僕継続して給餌を行ない。湖中の魚群誘引

 創まかで,ある樗暖の銅し付けゆk功した。、操業当日は釧満完了後,正午給餌によって餉場に

 弓唐付∫約10分の後集魚良好と認め,働Aの点線上に50〃1の建網を船で投入Lた。投入に要

 した時間は5分位であったか投入した網の浮子を飛ぴ'越えると他のコイも連鎖的に飛.ぴ越え

 たLたためくい木を立て榊の上部を宙づりに1た。

 建網徽)水深は1.3〃位て枕子か軽く,神石が困難なためすぐ30棚の地曳網でこの中を

 曳いた。1国11目は多量にとれたが1時問後行なイこ2～3回日は少量であった。

(結果)

 コイ151.1K(328尾)

 稚魚30.0K(ウグイーカワムツその他)

 12〕第2次採捕(落水取場)

 昭利38年10月27日から落水(第1・2水門開放)を行汽い.28日には図1のGの部

 分だけになるように落水した。最初の計風ではこの部分で曳細によって採捕する予定であっ

 たが、地元民の話から木の根,朽木・,浮泥か多く危険だということでBの小えん燥まで魚を

 出して,・」…ん堤で採捕し,D-F固(高さ25〃)に空中ケーブルを架設して魚をDの部

 分に捲き抄げここから自動車で場内の池へ逓一んだ。小えん堤には付すを張って魚の逃逸を防

 いだ。この小二～.ん堤内で2/3の採捕を終わ一って・最後に湖中Cの部分で1/3の採捕を行な

 った♂」・えん泌禾伽魚はダムの⊥門か3用位あり水圧と落下によってかなりの傷を受け,結果

 は良くだく,Cの部分で採捕した魚が安全であった。しかし落水しても川の流れは旧川床を

 かなりの水量で流れており,起伏に富んだ地形で採捕率が悪かった。

(結果)

 コイ813K(759尾)

マス10K

ウナギ1K

 雑魚20K

 計844K

 (ウグイ.カワムツ.ドンコ等)

4結果

表2結果

 
       
≡

        ■数量(尾)備考
        一一一II一一一''』凹

        放養尾数.65,33737年青仔12,3ア7        I一■一5則・1塑埜`遡崔壁星_一..
        取揚屋数        旧一1,087■一'一一一'■山一■■L…LI一一■凸II■`■'I■一■一
        歩留t6%

        一…一I■一一一'■■''・一■一・・一_一・・一・一一四一一一一__'__一_一山_一_一I

        計

  
      
I

        ■一山』'.一一LL■■一0I_"n一■一… 』20一



5考察

 現況の無設備のま!で集約的な養殖を行たうことは上の出ニベとf・.r,j一すれ・∴同湖の生権力は

 低位生産であったが,これらの要因は大体次のとおり指摘亡れ、しつ。

 丁稚魚は洪水時になるとタ.ムのbaCKWatθrの水音の方向に回潴して,そヅま∫水勢に

 よって流出するのが大半を占めるようである。

 イ放養規格としては、中羽ゴィを放したが効果的である。小型魚ほど接岸回游を行なうので

 規格の速足は慎重に実施一寸ぺきで券る。

 ウ魚が逃逸した排水部はタ.ムの場合,施設するにも問題がある。

 工結局このようた開放的でしかも設備に費用のかかる人造湖での養殖はノ」倒式による網主ず

 で行なった万が効果か榊待できることがわかった。

 オ密漁及ぴ蔦害もある芋煙被害を受けたか,特に密漁に対する対策を講ずる必要がある。

担当(竹下一正児島史郎文責小山鉄雄)

虹鱒採卵一試験
1目的

 ニジマス養殖適水温は大ざっぱにいって10～20℃である。ところが親魚養成及ぴ採卵ふ化

 に適する温度範囲は7～15.Cといわれている。

 当場の年間水温変化を附表でみると5～23て粒と極端な較差があり立地的には必ずしも恵ま

 れた場所とはいえたいが,用水として利用している十曽川にはヤマメ(0“or～“左“

 腕“舳)の繁殖1がみられるため採卵の可能性は充分あると考え,36年薩から親魚養

 成を行なった。また最近全国的にマス養殖は盛んになっており,種卵の生産も年によっては変動

 があり入手困難も考えられ,これに対処して卵の自給化を図り安価な種苗を得る目的で前年度

 に引き続き渕験を行なったので報告する。

 2方法の概要 ノ

 方法は昨年とほ∫同様にして行ナ丘った。

 たr採精後の精液の保存は用水を入れた容器を利用した。すたわち砕氷による冷却保存でなく

 用水と同温艇で保存した・.

 また昨年は採卵を二人で行なったが本ヰは長野水杵考案の採卵台を禾1岬した。

3採卵経過

表1採卵経過

 回次;採卵月日1♀親魚ト尾採卵数i平均卵重i採卵数声眼卵数1発眼率 出現率

 一∴1.=1∴三一十㍗水1111111二.1.L一一:ll二二



回次 採卵月日  ♀親魚 一尾採卵数 平均卵重 採卵数 発眼卵数 発眼率 採卵可能魚出現率

 44'4・…。...
 ・1・1・・小・1刷1.11・・、1。・11。.。1.i。・.。!。。.。

 j二LL.」・1111・;一一L.....一し.1。、・。・.・。、川i。。、。



表4 第3回採卵結果

 10胸卵数離卵教'摘出タ瑚撤1収容卵数1
1,ア84

 ・訂■

(昭58.12.24)

lll÷F'
 ㌶十一一一十÷一

検卵数

189

480

6691

発眼卵数

1.597

713

2,510

発目長率

89,4

51.3

 ア。.3

第4回採卵結果 (昭39.1.14)

             一一■■一

             一u'一■一一一一…L一一1・♂別体重一■一0一一             体長1総卵重!1D8の卵教総卵数一摘出死卵数収容卵数検卵数発眼卵数;発蝿=卵径備考
             ドー一

             34.01251121.57521,573921.2811             コ一十1123.O551688859876363513{十::1[」一一…ユー一I'.止不良卵
             一十一一♀700■'■'一一♀350145971,39261,3861501,236885.5             53.0一■■■'24.口601211,050131,037581456434.81一一〇ユ。■■一一一一'不良卵凹一一I■'■■■             ♀1,20038.O11151,542281,5162161.300834.2

             つ45028.O1031,850621■一1,768551,713936.0
             一一■一一一一■

             ♀25026.511051,35001,3502271.123835.o

             0002&0一一9坦10798275一一一'■5.5川…過熟卵■■o一■o             ♀■一■■一♀1・1・             一■

             50028.O1,2001211,079601,019吋・・
             ♀■一一■ユ…。。。。。。T11。』__一__'___⊥___'_1,98021.9783981.5808914.8不良卵混入              ;

             '

 庸」今回は20尾採卵できたが10尾については除いた。



5総括

 イ第5回目の採卵は39年1月24日に実施したか,この回の分については数尾の卯をまと

 めて収容したため,一尾についての結果は求めなかった。

 日第1回目の採卵では12月2日にすでに7尾採卵可能魚中2尾が過熟卵であった。このこ

 とは卵が熟してから少なくとも2週間以内だと過熟卵になることはないため・少フエ<とも11

 月20日以前に採卵できたことになる。

 ハ卵一頁は一親魚の健全なものほど良く,また不良卵の混入したものがあり,親魚管理にも問題

 点があるようである。

 親魚は昨年と同じも伽.,し池;つて誰康の優れないものが多く,♂は特に採卵時期に罹病する

 傾向にある。

 二39年度から新しい親による採卵ができる予定で麦みため,一層充実した試験結果が得られ

 るものと考える。

担当小山鉄雄児島史郎竹下一正下野信一

 酪素封入ポリエチレジ袋による
 ウグイ活魚輸送について

1目的

 舳1ほ8年3月距児冨、県熊一五郡安房,屋久島電工株式会†主より同電工荒川タ`ム(標高633

 m)の淡水魚放流事業の調菰衣頓があり、水流場長及ぴ鹿児島大学水i1樽1部今井教授が現地調

 査な行た射こ結果,環境1条件を考慮し,さしあたり淡水魚中でも長とも適応性の強いとされてい

 るウグイ(〃"""口πれ止"〃一∫方書イダ)を選定し放流することにした。

 輸送は離島であるため,ポリエチレン製袋による航空便で行庁っ紗ころ良好な結果を得たの

 で・その概.要について報告する。

 なお本輸送に同道載き種々御助言を賜わった水産学部今井教授に染釧する。

2材料

 放流種苗として,昭和38軍3月24日大口市山野川で採取したウグイ卵を場へ持ち=帰りふ

 化餌付け飼育した体長3㎝の和=魚1・000尾及ぴ当場内で飼育していた体長10㎝前衛〕1年魚

 100尾・を選貴這した。

3方法

 酸素封入ポリエチレン袋による活魚1吏搬事例はすでに報告されているが,本試験ではもっと

 卓)簡単で手軽に行なえるカ法をとった。試験に先だって簡単な予備試験を行なって安二全度を確か

 めた。その結果に一基き孤一試験は次の要領で行なった。

 (1)ポリ袋(90㎝×50㎝)を2枚重ねにして三組用=蟹し,夫々に水5～(、{(洞1ヅn)な

一;24一



 入れる。

 (2)1つに3伽の稚魚1,000尾を入れ,他の2コに1年加を三[I.=ハつ人れ∴二,。

 (3)ポリ袋の空気を抜くため水の部分是けで他の空気をしめ出し,、二、に
 酸素ボンベのゲージを開いてパルプをポリ袋の中に挿入し・こ')乱分I1ヒ手て保って目1棟が

 もれないように必要量を注入する。(図1)水と酸素の比率を一概略1:3になるよう一二した。、

 (4,ハルブを抜いてすぐ袋をしぽってよくふくらませて酸素がもれないようにゴムで結ぶ。

 f51これIをタIンポールにつめて荷造りする。

図1酸素封入操作

 解素ホIノベ

ケージ

パルプ

 手で握っておく

4結果

 昭和38年11月5日放流魚の選別計数を行ない網主すに蓄養し翌11月6日鹿大水産学部

 まで自動車で輸送一した。同学部コンクリート水槽一内に網主すを張って蓄養,翌11月7日午前

 9時30分に荷造りし,航空便にて宮之浦まで,ここからシーフI,軌道車で荒川タ.ムベ向い13

 時10分到着し,13時40分1尾のへい死点もなく無事放流を済ませた。

 放流地点は同タームが半分位減水していたため,えん堤から0・5K1〃位の河川流乃也点を選ん

 だ。鹿児島を出発して4時間10分を経過して水温は19℃;1一・ら23.Oと4ICの上昇を示した。

 し減…って放免するまでポi凝をそのま∫水に浮かし,口をあけて水を注入したりして湖面水温13.

 2℃に徐々に近づけて静かに放した。放流後あウグイの動作は正常で1年魚はすぐ分」成したが,

 稚魚は同地点の浅L場所で群泳して分散しなかった。



 表1輸送経由と所要時間
   L■'

   経由所要時間一備考
   '

   酸素封入(荷造リ)930～10.00水温19℃
   I■一L■一一一」一一

   水産学部→鴨池空港10.10～10.20自動車
   '一■一一一■■I''']'

   靴池空港→宮ノ浦空港10.45～11.25飛行織
   一'1■一一■一山凹凸■一I1一'uL一'_」■L一

   宮ノ滴一・安房11.30～12.00'一ジープ
   '一皿回…'一■凹■凸一一山ユ''一■■一

   安房→荒川橋12.10～13.00軌道軍
   一一一■'■^一■凹00一`一一一0■■一■■'一一一'一一一'

   タームサイト着13.20徒歩
   'I■一一一'一I一一山一』■I■1I

   放流流地点到着1う.30船水温2ポO
   ■■山一■一…

   放免15.40湖面水温13.プ0
   一一I一'一一一'0■'一一■

   計4趾閥10分

 「註」

止一_

 大口養魚場～鹿児島固は自靱牽1(水槽)輸送で3時間を要した。

 5荒川点'ムの概要

 (1〕タ.ム・r位17土

 (2)火ムつ壌高

 岡ダムの高さ

 (』〕三.≒水中柏

 (F)有効匡1=水量

(6)型式

 (ア)目的

 (8)その他

、
.

 正1…久j「j安房川支流荒川

 満水面633.5〃1

53.50?肌

 129,000ηエ

 2,01口,000〃'

 了一チ式ダム

発電用

 現在まで安房川中流城より上流には自然せい息魚類悩蛙んどみら

 れず,下流に於いてもわずか汽水性の魚類やヨシノボリをみる位

 である。荒川ダムは放流したコイがみられるだけで他の魚類はせ

 い息していないと考えられる。

6考察

 (1)酸素ガス封入ポリエチレン袋によるウグイの活魚輸送はきわめて簡単な操作で効果をあげる

 ことができた。しかし魚種や魚体の大きさ等によって酸素要求匿。水温。水質に対する感度

 が異なるため各魚種毎ρ基礎試験が必要である。

 (2)今回は袋内での魚の酸素消費及ぴアンモニアの増加については調査できなかったが,尾数

 密度を高くして輸送する場合当然問題とフニることである。

 (3)輸送中水温か4'C上昇したので外箱に断熱材を使用するならもっと効率的であろう。

担当小山鉄雄

526,
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最高水温

平均水温

最低水温


